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方向から 傾ける。円運動フラグが 0の場合は Step3へ。1の
場合は Step5へ。
Step 3：ロボットが目標位置に対して一定距離以下まで近づい











法を動作させた。これはロボット 1 が、ロボット 2 にボールを
パスし、ロボット 2 が受け取ってから相手ゴールにシュートを
行うという場面である。この図では、敵ロボットが存在しない







敵 1台 敵 2台 敵 3台 平均
所要時間の削減 -39.6% -37.55% -44.64% -40.7%













敵 1台 敵 2台 敵 3台 平均
所要時間の削減 -20.79% -10.3% -13.95% -15.16%
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